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炎症性腸疾患関連脊椎関節炎(IBD-SpA)に関する前向きコホート研究

研究の目的（図１）

（１）�IBD-SpAの早期発見および診療科間の協力体制の構築
（２）�IBD患者におけるSpAの有病率および特徴，治療，

生活への影響の解明
（３）�海外との比較による本邦のIBD-SpAの特徴の解明
（４）�IBD患者におけるSpAのスクリーニングツールの開発
（５）�IBD患者におけるSpA発症のリスク因子の同定

１年間の研究成果

　消化器内科に通院している発症３年以内のIBDの患者
で本研究に対する同意を得られた全例を対象とし，（１） 

IBDの症例票を登録し，患者を研究目的の関節評価の外来
に紹介　（２）関節評価外来で関節炎や付着部炎などの，
SpAの所見を詳細に評価し，患者登録票を登録（３）IBS-
SpAの診断，疑いとなった患者は通常の外来で精査，フォ
ローアップを行う。（３）さらに並行して患者は生活習慣
やQOLに関連したアンケートに回答（４）患者登録票と
患者アンケートに加え，血液検査や画像検査の結果をデー
タ化，登録してレジストリを構築した。
　現在，同意を得られた全94例の発症早期IBD患者をレ
ジストリに登録を行い，エクセルシートにすべてのベース
ラインデータの入力を完了した。早期IBD患者で，適格
基準を満たした85名中，10名のIBD-SpA （体軸性SpA３
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名，末梢性SpA７名） の診断を行うことができた。消化器
内科とリウマチ膠原病内科の協力構築により，目的（１）
「IBD-SpAの早期発見および診療科間の協力体制の構築」
を達成することができた。現在目的（２）（４）の解析を
進めている。特に研究目的（４）の早期スクリーニングツー
ルの開発において，乾癬性関節炎のスクリーニングに用い
られるPASE（Psoriat ic Arthrit is  Screening and 
Evaluation）を早期IBD患者に用いて，IBD-SpAの同定が
可 能 か を 検 証 し た。The area under the  receiver 

operating characteristic curveはIBD-SpA全体に対して，
0.74 （95％ 信頼区間： 0.52, 0.97），活動性のIBD-SpAに対
しては 0.86 （95％ 信頼区間： 0.68, 1.00）であり，PASEは
IBD患者におけるSpA患者の同定にも有用であると考え
られた（図２）。
　2025年６月に行われた欧州リウマチ学会（2025年１月
締め切り）での発表を行い，現在論文を作成・投稿して査
読中である。

図２　PASE score のIBD-SpAに対する診断特性


